
　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英

邦
社
長
、
大
阪
市
）
は
、
90
年

ぶ
り
に
５
月
１
日
付
で
、
大
阪

市
北
区
の
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大

阪
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
14
階
に
移
転

す
る
大
阪

本
社
の
呼

称
や
概
要

を
発
表
し

た
。

　
新
本
社

の
呼
称
は

「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
　
Ｈ
Ｑ
（
コ

ク
ヨ 

エ
イ
チ
キ
ュ
ー
）」
と
決

定
、
６
月
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル

ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー
（
グ
ロ
ー

バ
ル
に
ま
た
が
る
企
業
活
動
の

中
心
地
）
と
し
て
営
業
開
始
す

る
。

　
空
間
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
Ｐ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ａ
ｄ
ｅ

　
ｏ
ｆ
　
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ

ｙ
（
発
見
の
散
歩
道
）」。
同
社

と
米
国
の
建
築
設
計
事
務
所

「
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ 

Ｏ
＋
Ａ
（
ス

タ
ジ
オ 

オ
ー
プ
ラ
ス
エ
ー
）」

が
対
話
を
重
ね
な
が
ら
形
づ

く
っ
た
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

社
員
や
来
訪
者
が
歩
き
、見
て
、

触
れ
、
考
え
る
こ
と
で
新
し
い

発
見
に
気
付
く
オ
フ
ィ
ス
を
目

指
す
も
の
。
中
央
に
伸
び
る
通

路
を
軸
に
、活
気
あ
る
エ
リ
ア
、

静
か
な
思
索
の
空
間
、
自
然
を

感
じ
る
ゾ
ー
ン
な
ど
、
異
な
る

体
験
が
連
続
す
る
構
成
と
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
新
本
社
は

コ
ク
ヨ
の
思
想
や
文
化

を
未
来
へ
継
承
す
る
た

め
の
「
ラ
イ
ブ
オ
フ
ィ

ス
」
と
し
て
、
働
く
場

で
あ
る
と
同
時
に
、
学

び
や
実
験
が
生
ま
れ
る

場
と
し
て
、
ニ
ー
ズ
や

志
向
を
反
映
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
を
取
り
入
れ
て
い

る
。
ま
た
、
光
や
緑
、

質
感
の
あ
る
素
材
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
創
造
性
と
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め

る
環
境
を
実
現
す
る
。 

　
一
般
社
団
法
人
大
阪
文
具
工

業
連
盟
（
西
村
貞
一
理
事
長
）

の
第
15
回
定
時
社
員
総
会
が
、

３
月
25
日
午
後
４
時
半
か
ら
大

阪
市
北
区
の
帝
国
ホ
テ
ル
大
阪

で
開
催
、
上
程
諸
議
案
を
全
て

原
案
通
り
承
認
可
決
し
た
。

　
当
日
は
、
橋
本
章
男
専
務
理

事
の
司
会
で
進
め
、
正
会
員
36

社
中
、
出
席
27

社
、
委
任
状
９

社
、
特
別
会
員

12
社
中
10
社
の

出
席
で
総
会
が

成
立
す
る
こ
と

を
報
告
し
た
あ

と
、
西
村
理
事

長
が
多
数
の
出

席
を
感
謝
し
な

が
ら
「
現
在
、

日
本
全
体
が
中

東
情
勢
の
緊
迫

化
に
よ
る
危
機

に
見
舞
わ
れ
て

お
り
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
封
鎖

に
よ
っ
て
石
油
や
ナ
フ
サ
、
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
等
の
化
学
製
品
の

供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し
か
ね
な
い

極
め
て
ゆ
ゆ
し
き
事
態
に
あ

る
。
国
内
に
は
２
０
０
日
強
の

国
家
備
蓄
が
あ
る
も
の
の
、
石

油
製
品
の
値
上
が
り
に
よ
り
、

５
月
以
降
は
あ
ら
ゆ
る
原
材
料

の
価
格
高
騰
が
予
想
さ
れ
、
秋

以
降
の
商
戦
に
向
け
て
は
再
び

価
格
改
定
を
検
討
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ

る
。
足
元
の
文
具
市
場
は
３
月

ま
で
例
年
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
程

度
の
堅
調
な
動
き
を
見
せ
、
米

国
な
ど
の
海
外
市
場
も
力
強
さ

が
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
株
価

や
情
勢
は
予
断
を
許
さ
な
い
。

組
合
員
各
位
に
は
、
原
材
料
の

供
給
状
況
や
価
格
転
嫁
な
ど
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
徹
底
し
、
会

社
を
安
定
的
、
持
続
的
に
発
展

さ
せ
る
よ
う
尽
力
い
た
だ
き
た

い
」
と
開
会
挨
拶
し
、
同
理
事

長
が
議
長
に
就
き
、
議
事
録
署

名
人
に
同
理
事
長
と
林
眞
一
郎

常
任
理
事
の
２
名
を
指
名
し
た

あ
と
審
議
に
移
っ
た
。

　
第
１
号
議
案
の
令
和
７
年
度

事
業
報
告
の
件
は
、
一
般
事
業

報
告
（
橋
本
専
務
理
事
）
に
続

い
て
、
各
委
員
会
委
員
長
が
委

員
会
報
告
を
行
い
、
こ
の
う
ち

取
引
・
経
営
委
員
会
は
、
中
小

企
業
論
の
講
演
会
、
国
際
委
員

会
と
親
睦
委
員
会
共
催
の
中

国
・
寧
波
文
具
行
業
協
会
や
台

湾
区
教
育
用
品
工
業
同
業
公
会

と
の
懇
談
会
、
親
睦
委
員
会
の

春
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
、
秋

の
親
睦
バ
ス
旅
行
と
し
て
伊
勢

神
宮
参
拝
、
福
祉
・
広
報
委
員

会
は
社
会
福
祉
事
業
へ
の
文
具

類
寄
贈
や
大
阪
文
工
連
ニ
ュ
ー

ス
の
発
行
な
ど
が
報
告
さ
れ

た
。

　
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
５

の
報
告
で
は
、
水
谷
豊
実
行
委

員
長
よ
り
開
催
結
果
を
詳
細
に

報
告
、
併
せ
て
今
年
の
文
紙
Ｍ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
６
で
は
、
東

京
文
具
工
業
連
盟
が
文
紙
Ｍ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
Ｅ
協
議
会
に
、
全
日
本
文

具
協
会
が
後
援
団
体
に
そ
れ
ぞ

れ
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
組

織
変
更
や
こ
れ
ま
で
の
関
西
地

区
を
中
心
と
し
た
見
本
市
か

ら
、
全
国
的
な
見
本
市
へ
と
ス

ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
な
ど

を
伝
え
、
組
合
員
の
理
解
と
協

力
を
要
望
し
た
。

　
続
い
て
、
こ
れ
ら
事
業
に
対

す
る
収
支
決
算
報
告
を
林
眞
一

郎
財
務
委
員
長
が
、
監
査
報
告

を
美
馬
隆
士
監
事
が
行
い
、
承

認
可
決
し
た
。

　
第
２
号
議
案
の
役
員
改
選
で

は
、
常
任
理
事
１
名
の
辞
任
に

伴
い
、
代
わ
っ
て
中
林
一
良
氏

（
ナ
カ
バ
ヤ
シ
）
が
常
任
理
事

に
就
任
し
た
。

　
続
い
て
、
令
和
８
年
度
事
業

計
画
案
と
同
収
支
予
算
案
を
橋

本
専
務
理
事
が
前
年
度
を
踏
襲

し
た
内
容
を
発
表
し
て
、
承
認

可
決
、
梶
田
安
彦
副
理
事
長
の

閉
会
の
辞
で
閉
じ
た
。

　
小
憩
後
、
懇
親
会
を
行
い
、

親
睦
委
員
会･

徳
山
太
委
員

長
と
同
・
木
村
栄
一
副
委
員
長

が
司
会
し
て
進
め
、
梶
田
副
理

事
長
の
開
宴
挨
拶
、
来
賓
挨
拶

を
紙
製
品
新
聞
社
・
田
渕
法
夫

代
表
、
乾
杯
の
音
頭
を
水
谷
豊

副
理
事
長
が
行
っ
て
開
宴
、
賑

や
か
に
歓
談
し
て
親
睦
を
深

め
、
田
中
宏
和
副
理
事
長
の
閉

会
の
辞
で
閉
じ
た
。
　

　
三
菱
鉛
筆
株
式
会
社
（
数
原

滋
彦
社
長
、
東
京
都
）
は
、
４

月
１
日
、
東
京
都
品
川
区
の
本

社
で
、
新
入
社
員
26
人
（
男
性

17
人
、
女
性
９
人
）
を
迎
え
、

第
19
回「
鉛
筆
け
ず
り
入
社
式
」

を
開
催
し
た
。

　
数
原
社
長
は
「
こ
の
鉛
筆
け

ず
り
入
社
式
は
、
ユ
ニ
発
売
50

周
年
の
記
念
企
画
で
、『
当
社

ら
し
い
こ
と
を
』

と
、
若
手
社
員
が

発
案
し
た
も
の
。

鉛
筆
は
削
ら
な
い

と
書
け
な
い
。
ど

ん
な
に
良
い
製
品

で
も
磨
き
上
げ
な

い
と
い
け
な
い
。

こ
れ
は
自
己
研
鑽

と
同
じ
で
、
今
日

の
日
を
、
自
ら
を

磨
い
て
い
く
第
一

歩
と
し
て
、
鉛
筆

け
ず
り
入
社
式
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。ま
た
、

当
社
は
今
年
創
業
１
４
０
周
年

を
迎
え
、
記
念
す
べ
き
入
社
式

と
も
い
え
る
」
と
挨
拶
。

　
続
い
て
、
新
入
社
員
の

鉛
筆
け
ず
り
チ
ャ
レ
ン
ジ

に

移

り
、「2026.4.

１

　W
e

l
c

o
m

e
 

t
o 

M
itsu

bish
i P

en
cil

」
と

名
入
れ
さ
れ
た
鉛
筆
「
ｕ
ｎ

ｉ
（
ユ
ニ
）」
が
新
入
社
員
に

１
ダ
ー
ス
ず
つ
配
ら
れ
た
。
小

刀
を
初
め
て
扱
う
新
入
社
員
も

多
く
、
先
輩
社
員
か
ら
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
小
刀
で

鉛
筆
削
り
を
進
め
た
。
削
り
終

え
た
後
、
先
輩
社
員
よ
り
新
入

社
員
へ
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈

ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ

ル
ー
プ
が
浜
松
町
駅
か
ら
大
井

町
駅
で
展
開
す
る
「
広
域
品
川

圏
」
の
共
創
ま
ち
づ
く
り
「
Ｏ

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ

Ｓ
」（
３
月
28
日
に
始
動
）
と

の
記
念
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
大
井
町
駅
直
結
の
大
型
複

合
施
設
「
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
　
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ｋ
」
へ
移
動
。
当
初
は
風

景
デ
ッ
サ
ン
を
描
く
体
験
を
予

定
し
て
い
た
が
、
天
候
不
順
の

た
め
、
自
分
の
書
き
た
い
一
枚

を
写
真
に
収
め
本
社
に
戻
っ

た
。
引
き
続
き
、
外
部
講
師
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
表
現

す
る
こ
と
の
難
し
さ
や
楽
し
さ

を
実
感
し
な
が
ら
、
自
ら
の
手

で
削
っ
た
鉛
筆
を
使
っ
て
デ
ッ

サ
ン
を
描
き
上
げ
た
。

　「
鉛
筆
な
ら
で
は
の
線
や
濃

淡
を
生
み
出
す
よ
う
に
、
三
菱

鉛
筆
の
社
員
と
し
て
何
か
良
い

ア
イ
デ
ア
に
つ
な
げ
て
、
良
い

製
品
が
生
み
出
せ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
」「
祖
父
が
退
職
後
に

絵
描
き
を
し
て
い
た
の
で
、
一

緒
に
鉛
筆
を
削
っ
て
塗
り
絵
を

し
た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
た
こ

と
を
思
い
出
し
た
。
初
心
を
忘

れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
な
ど
、
新
入
社
員

か
ら
決
意
を
込
め
た
声
が
上

が
っ
た
。

　
大
阪
紙
製
品
工
業
会
（
黒
田

章
裕
会
長
）の
期
末
理
事
会
は
、

３
月
27
日
午
後
３
時
30
分
か
ら

大
阪
市
中
央
区
の
文
健
会
館
会

議
室
で
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
黒
田
会
長
が
「
本

日
、
コ
ク
ヨ
の
株
主
総
会
を
無

事
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
が
、

最
近
の
上
場
会
社
の
株
主
総
会

で
は
、
株
主
か
ら
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
自

己
資
本
利
益
率
）
に
対
す
る
企

業
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
る
傾
向
が

強
い
」
と
説
明
し
な
が
ら
、
１

年
間
の
会
運
営
へ
の
協
力
を
感

謝
す
る
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
こ
の
後
、
４
月
14
日
に
開
催

す
る
定
時
総
会
の
議
案
書
の
検

討
は
じ
め
、
全
紙
工
の
常
任
理

事
会
及
び
期
末
理
事
会
、
文
紙

Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
２
０
２
６
の
進
捗

報
告
や
今
後
の
行
事
予
定
な
ど

が
発
表
さ
れ
た
。

新本社の呼称ロゴ

極めてゆゆしき事態
大阪文工連総会

会社の安定的発展に尽力を

挨
拶
す
る
西
村
理
事
長

諸議案を慎重審議する阪文工連総会

鉛筆けずり入社式
〇…三菱鉛筆…○

複合施設とのコラボ企画も

鉛筆けずりに挑戦する新入社員たち

３
月
28
日
に
開
業
し
た
Ｊ
Ｒ
大

井
町
駅
直
結
の
複
合
施
設
「
Ｔ

Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｋ
Ｓ
　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
」
で

の
記
念
撮
影

期
末
理
事
会
開
く

〇
…
大
紙
工

コクヨ新本社

企
業
活
動
の
中
心
地
に

呼
称
は「
Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｙ
Ｏ 

Ｈ
Ｑ
」

コクヨ新本社のエントランスの内装イメージ


